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令和５年度の取組と成果

相模原市立串川中学校

保護者の皆様には、学校評価に関するアンケートへのご協力ありがとうございま
した。頂戴した評価等を参考に、今年度の学校評価については次のような結果にな
りましたのでご報告いたします。

■令和５年度の重点目標と主な取組、成果のまとめ

重点目標１： 心豊かな生徒の育成

◇達成のための取組

○生活指導の充実
○教育相談の充実
○いじめ・不登校対策の推進
○道徳教育の推進

◇生徒・保護者のアンケート分析

○「自ら進んであいさつをしている」について、「生徒は進んであいさつをしている」と
いう回答が生徒・保護者とも８５％を超えるものでした。今年度、生徒会とＰＴＡで「あ
いさつ運動」に取り組んできたました。地域の方からも、あいさつが素晴らしいとの声
も届いております。自分からあいさつができる生徒がさらに増えるように、学校だけで
はなく地域にも根ざしたあいさつの輪をさらに広げていくよう活動を推進していきま
す。

○生徒の「先生は悩みや相談に対応してくれる」という項目に、一定数あてはまらないと
いう回答がありました。日頃の生徒との関わりはもちろん、教育相談等で生徒から相談
があった場合は丁寧に対応していきます。不登校の生徒についても、一人一人に合った
対応を心がけていきます。

以上の結果から、重点目標１は、ある程度の成果が認められると考えます。来年度
も、生徒みんなが楽しく学校生活ができ、温かい人間関係が育つことができるように、
生徒一人一人を大切にし、さらに取り組みを進めていきます。
＜学校改善支援委員会より＞
・生徒があいさつをよくしてくれる。
・ＳＮＳなどのトラブルがおこらないように、携帯電話やスマートフォンの使い方に
ついての学習をお願いしたい。
・不登校の生徒が少しでも減らせるように、きめ細かな取り組みをお願いしたい。

重点目標２： 確かな学力の定着

◇達成のための取組
○わかる授業の実践

○ＩＣＴの効果的な活用
○学力向上支援の充実
○家庭学習の充実
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◇生徒・保護者のアンケート分析

○「意欲的に学習に取り組んでいる」と回答した生徒は７５％でしたが、保護者は６５
％にとどまっています。昨年度に引き続き校内研究会などを通して、主体的に学習に取
り組むことができる授業改善に、研究授業などを行いながら取り組んできました。身に
つけたい力がつけられる授業改善等をさらに進めていく必要があります。また、家庭学
習や個別の学習支援充実のための取り組みをさらに進めていきます。

○「教え方にいろいろな工夫をしている先生が多い」と回答した生徒は９０％を超えてい
ます。校内研究会や研修を通し、タブレットなどＩＣＴの活用するための授業改善をさ
らに進めます。

以上の結果から、重点目標２は、ある程度の成果はあるものの、さらなる成果が求
められると考えます。課題として、生徒の学力の向上を図ること、主体的に学習に取
り組める力を身につけることがあります。今年度の反省を生かし、授業改善、生徒へ
の学習支援、家庭学習の充実をさらに進めていきます。
＜学校改善支援委員会より＞
・家庭学習の充実や学力向上を図るために、クロームブックなどＩＣＴの活用の仕方
について、さらに工夫をお願いしたい。

重点目標３： 主体的に実践する生徒の育成

◇達成のための取組
○特別活動の充実
○生徒会活動の充実
○地域との連携

◇生徒・保護者のアンケート分析

○「将来の夢の実現のために努力している」と回答した生徒は６８％にとどまっています。
将来の夢や目標に向けて自ら努力できるようなキャリア教育の充実を進めます。

○「意欲的に取り組める学校行事が行われている」と回答した生徒は８７％でした。成就
感や達成感、自己肯定感、主体性を高める取り組みとなっています。地域行事も再開さ
れ、生徒は地域の活動に前向きに取り組んでいる様子がうかがわれました。これからも
地域との連携を図りながら教育活動を進めます。

以上の結果から、重点目標３は、ある程度の成果が認められると考えます。来年度
も、キャリア教育の取り組みを充実させ、生徒の主体的な活動の幅をさらに広げて、
成就感や達成感、自己肯定感を一層高める取り組みを行っていきます。
＜学校改善支援委員会より＞
・学校祭では生徒が主体的に活動している様子が見られた。
・地域行事に多くの生徒が参加し、地域との連携が深い学校である。
・生徒の成就感や達成感、自己肯定感を高め、地域との連携も図りながら、生徒が将
来を切り開くことができるキャリア教育の充実をお願いしたい。

保護者・地域の皆様には、１年間ご支援をいただき心より感謝申し上げます。今後も教職

員一丸となって信頼される学校づくりに努めて参りますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。


